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　平成22年度　実施スケジュール
	 主な事業内容
	４－６月
	７－９月
	１０－１２月
	１－３月

	全体計画作成および理事・委員調整
理事会
　
技術専門委員会
ヒアリング調査
公開討論会
報告書作成
	
	第1回準備会
第2回準備会
（目的確認）

	10/13

第1回理事会
（技術専門委員選任、委嘱）
10/13

第1回技術専門委員会
（機器面より討議）
11/10

第2回技術専門委員会
（食品面より討議）
第3回技術専門委員会
（学術面より討議）
ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査
冷凍食品企業対象にｺｰﾙﾄﾞﾁｪｰﾝの現状、期待に関して調査

	第2回理事会
（進捗報告）
第3回理事会
（研究計画承認）
第4回技術専門委員会
（総合討論）
第５回技術専門委員会
（報告書作成）
公開討論会
報告書作成



　事業の内容
①　農商工等連携促進技術対策
　　　ア　全国食品産業技術開発戦略の作成
      （ア）実効性確保
	名　　称
	実施時期
	内　　　　　容
	備考

	技術専門委員会
開催回数5回
委員　15名以内
学識経験者　
食品企業　
ｺｰﾙﾄﾞﾁｪｰﾝ設備ﾒｰｶｰ　

	2010年10月
　
2010年11月
2010年12月
2011年1月
2011年2月
2011年3月
	1 学識経験者の基調講演により、ｺｰﾙﾄﾞﾁｪｰﾝ高度化に対する課題の共有化を行う。
2 機器ﾒｰｶｰより「ｺｰﾙﾄﾞﾁｪｰﾝ関連機器の現状」を説明頂く
3 今後ｺｰﾙﾄﾞﾁｪｰﾝ関連機器に求められるﾆｰｽﾞ、機器ﾒｰｶｰが伸ばしていくべきｼｰｽﾞに関して検討する。
1 食品企業より「ｺｰﾙﾄﾞﾁｪｰﾝの現状」を説明頂く。
2 今後のｺｰﾙﾄﾞﾁｪｰﾝに食品の面から求められるﾆｰｽﾞ、食品として開発すべきｼｰｽﾞに関して検討する。
1 学識経験者より、省ｴﾈ・廃棄物削減の観点から、コールドチェーンに求められるものについて講義頂く。
2 社会要請の面からｺｰﾙﾄﾞﾁｪｰﾝへの具体的なﾆｰｽﾞ、また今後開発すべきシーズに関して検討する。
1 以上の機器ﾒｰｶｰ・食品企業・学識経験者よりのニーズ・シーズを統合し、今後のｺｰﾙﾄﾞﾁｪｰﾝの進むべき道を検討する。
1 今後のｺｰﾙﾄﾞﾁｪｰﾝの進むべき道に関して、広く関係者より意見を聞くための公開討論会を持つ
1 以上の議論を元に、最終報告書を作成する。
	


　　　
（イ）全国食品産業技術開発戦略の作成
	テーマ
	配付部数
	推進員数
	備考

	ﾃｰﾏ：
ｺｰﾙﾄﾞﾁｪｰﾝ高度化のための
技術戦略およびﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ
・ｺｰﾙﾄﾞﾁｪｰﾝの現状および
　食品企業の要望、期待
・凍結保存食品の品質評価法の
　確立
・食品凍結関連機器の性能評価
　法の確立
・冷蔵保存食品の品質評価技術
　の確立
・冷却、保冷装置の性能評価方
　法の確立

	1000部

	理事5名、事務局長と東京海洋大学、水産大学校から各1名の
計8名

	


　　　
（ウ）ヒアリング調査等の実施
	調査時期
	調査対象
	調査人員
	調　査　内　容
	備考

	2010年10月～
11月

	日本冷凍食品協会加盟各社

	  5名

	・ｺｰﾙﾄﾞﾁｪｰﾝの現状と問題点
・食品企業の立場から考えたｺｰﾙﾄﾞﾁｪｰﾝへの要望、期待

	


　　
　　　（エ）　報告書の作成・配布
	作成部数
	主　な　配　布　先
	備考

	   1000    部

	日本冷凍空調学会会員
日本冷凍空調工業会会員
日本冷凍食品協会協会員
東京海洋大学、東京大学、水産大学校
	



